
に
、
苛
責
な
き
私
的
リ
ン
チ
を
加
え
ら
れ
た
私
達
初
年
兵
も
、

一
期
の
検
閲
を
終
え
、
七
ヵ
月
後
私
は
軍
の
新
編
成
で
奉
天
省

に
転
属
に
な
り
、
そ
こ
で
二
年
半
軍
役
に
服
し
、
ひ
た
す
ら
前

年
ま
で
あ
っ
た
満
期
除
隊
を
指
折
り
数
え
、
切
望
し
て
い
た
。

あ
る
早
朝
、
突
然
の
非
常
呼
集
ラ
ッ
パ
で
整
列
し
た
ら
隊
長

か
ら
軍
動
員
の
下
達
が
あ
り
、
人
事
担
当
准
尉
か
ら
氏
名
が
呼

ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
右
・
左
に
分
別
さ
れ
た
。
右
側
が
主
力
で
、

左
側
は
初
年
兵
と
召
集
補
充
兵
・
病
弱
兵
、
そ
れ
に
初
年
兵
と

補
充
兵
の
教
育
担
当
助
教
だ
っ
た
。
私
は
補
充
兵
の
助
教
で
左

側
に
並
ん
だ
が
、
隊
長
の
言
葉
に
愕
然
と
し
た
。
右
側
の
主
力

部
隊
は
内
地
へ
移
動
、
左
側
の
残
留
部
隊
は
牡
丹
江
省
の
原
隊

復
帰
で
し
た
。

そ
の
晩
、
主
力
部
隊
に
入
っ
た
同
年
兵
の
戦
友
達
は
、
内
務

班
で
「
こ
れ
で
満
期
だ
」
と
、
喚
く
よ
う
に
喜
び
、
酒
を
酌
み

交
わ
す
の
を
眺
め
、
原
隊
復
帰
の
私
は
好
き
な
酒
も
咽
を
通
ら

ず
、
わ
が
身
の
不
運
を
嘆
き
、
毛
布
を
か
ぶ
り
涙
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
主
力
部
隊
の
内
地
移
動
は
偽
り
で
、
輸
送

船
は
日
本
本
土
を
素
通
り
し
、
硫
黄
島
へ
上
陸
、
や
が
て
米
軍

の
総
攻
撃
で
、
軍
司
令
官
以
下
全
将
兵
が
玉
砕
し
た
こ
と
を
、

沖
縄
か
ら
台
湾
に
移
動
し
た
軍
営
地
で
知
ら
さ
れ
絶
句
す
る
。

結
び
。
古
兵
が
口
癖
み
た
い
に
「
帝
国
陸
軍
の
精
兵
を
育
成

す
る
た
め
」
と
い
っ
て
、
非
力
な
初
年
兵
の
私
に
加
え
ら
れ
た

ビ
ン
タ
の
数
々
が
、
今
だ
に
瞼
に
う
か
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

終
戦
時
の
関
東
軍
第
一
三
四
師
団
挺
進

隊
の
最
後
　 

鳥
取
県
　
白
髪
昇
　 

終
戦
時
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
私
も
、
既
に
六
十
歳
の
半
ば
を

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
の
間
、
当
時
の
事
を
一
刻
も
忘

れ
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
肇
国
以
来
、
か
っ
て
無
い
敗
戦
の

事
実
、

そ
れ
は
言
語
に
絶
す
る
苦
悩
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。

戦
争
を
知
ら
ぬ
世
代
が
、
国
民
の
過
半
数
を
占
め
る
今
日
、
戦

争
体
験
に
つ
い
て
記
す
こ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

か
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

一
小
隊
長
と
し
て
戦
争
に
参
加
し
、
特
殊
な
経
験
を
し
た
一
人

と
し
て
、
当
時
の
状
況
を
記
す
と
共
に
、
今
は
亡
き
戦
友
の
偉



勲
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
、
生
還
し
た
者
の
義
務
で
あ
ろ
う
と
、

敢
え
て
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

一
片
の
記
録
も
無
い
け
れ
ど
も
、
事
実
そ
の
も
の
を
記
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
満
州
の
広
野
に
、
華
々
し
い
戦
果
を
挙
げ
る
こ

と
も
出
来
ず
、
終
始
地
味
な
戦
闘
行
動
で
は
あ
っ
た
が
、
与
え

ら
れ
た
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
精
魂
を
打
ち
込
み
、
終
戦

を
知
ら
ず
、
戦
闘
を
続
行
す
る
こ
と
三
ヵ
月
、
遂
に
降
伏
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
苦
衷
は
経
験
者
で
な
け
れ
ば
理
解
出
来

な
い
か
も
知
れ
な
い
。
生
き
て
虜
囚
と
な
る
こ
と
は
忍
び
な
か

っ
た
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
る
無
条
件
降
伏
と
い
う
冷

厳
な
る
事
実
の
前
に
は
如
何
と
も
な
す
す
べ
は
な
か
っ
た
。

思
え
ば
、
世
界
最
強
の
陸
軍
と
い
わ
れ
た
関
東
軍
が
、
昭
和

十
九
年
以
降
、
主
力
を
南
方
戦
線
に
転
用
さ
れ
、
劣
勢
な
軍
容

の
下
、
第
百
三
十
四
師
団
挺
進
隊
が
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、

ど
の
よ
う
に
終
焉
を
迎
え
た
か
、
誠
に
拙
文
な
が
ら
体
験
を
記

し
た
次
第
で
あ
る
。

私
は
昭
和
十
九
年
二
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
岡
山
工
兵
第

五
十
四
連
隊
に
入
営
、
関
東
軍
要
員
と
な
り
征
途
に
つ
い
た
。

六
月
十
日
、
兵
科
幹
部
候
補
生
、
後
甲
種
幹
部
候
補
生
に
合
格
、

二
十
年
一
月
八
日
満
州
斎
々
吟
爾
予
備
士
官
学
校
入
校
、
六
月

十
七
日
卒
業
と
な
っ
た
。
牡
丹
江
第
五
軍
司
令
部
へ
申
告
の
際

中
佐
参
謀
よ
り
訓
示
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
線
部
隊
に
赴
任

し
た
が
「
沖
縄
戦
も
終
焉
を
告
げ
、
戦
局
は
重
大
な
局
面
を
迎

え
て
い
る
。
今
ソ
連
に
侵
攻
さ
れ
れ
ば
一
大
事
で
あ
る
。
見
習

士
官
は
と
か
く
問
題
を
起
し
や
す
い
。
血
気
に
は
や
る
こ
と
な

く
冷
静
に
対
処
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
と
の
重
大
さ
を
深

刻
に
受
け
止
め
、
決
意
を
固
く
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
体
験
は
新
編
成
第
百
三
十
四
師
団
挺
進
隊
へ
の
転

属
か
ら
、
ソ
連
侵
攻
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
戦
闘
が
、
終
戦
後

三
ヵ
月
に
亘
り
苦
難
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
任
務
遂

行
の
行
動
の
間
、
放
浪
避
難
の
居
留
邦
人
の
惨
状
と
の
遭
遇
、

遂
に
は
無
念
の
降
伏
、
武
装
解
除
、
収
容
所
、
労
役
、
復
員
と

一
年
三
ヵ
月
の
間
と
な
る
が
、
こ
の
行
動
記
録
を
体
験
記
と
し
、

執
筆
す
る
こ
と
は
紙
数
の
関
係
上
許
せ
ぬ
こ
と
故
、
記
憶
に
残

る
事
項
を
断
片
的
な
が
ら
抜
き
書
き
す
る
こ
と
と
す
る
。

挺

進

隊

第
五
軍
司
令
部
に
於
い
て
、
同
僚
二
名
と
共
に
、
佳
木
斯
独

立
混
成
第
七
十
八
旅
団
工
兵
隊
（
隊
長
田
村
少
佐
、
ノ
モ
ン
ハ



ン
事
件
の
生
き
残
り
）
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
勇
躍
赴
任
し
た
。

屯
営
は
入
隊
当
時
の
も
の
で
あ
り
、
懐
か
し
さ
で
一
杯
で
あ

っ
た
。
七
月
一
日
、
新
編
成
第
一
三
四
師
団
（
勾
玉
）
挺
進
隊

に
転
属
、
第
三
中
隊
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
中
隊
編
成
の
基
幹
で
あ

る
現
役
兵
、
及
び
召
集
兵
を
一
括
し
て
の
、
教
育
訓
練
に
任
ず

る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
関
東
軍
で
は
、
所
謂
「
根
こ
そ
ぎ
動

員
」
で
、
決
戦
師
団
を
編
成
中
で
あ
っ
た
。
七
月
十
日
編
成
完

結
、
爾
後
本
格
的
訓
練
を
実
施
、
戦
力
増
強
に
努
め
た
の
で
あ

る
。挺
進
隊
は
、
各
兵
科
か
ら
選
抜
さ
れ
た
将
兵
を
以
っ
て
編
成

さ
れ
、
所
謂
切
込
隊
で
あ
り
、
特
殊
任
務
を
持
っ
た
部
隊
で
あ

る
。
そ
の
任
務
に
つ
い
て
列
記
す
れ
ば
、
概
略
次
の
通
り
で
あ

る
。一
、
敵
の
師
団
司
令
部
、
連
隊
本
部
等
を
襲
撃
し
指
揮
系
統

を
攪
乱
す
る
。

二
、
砲
兵
陣
地
の
襲
撃
、
及
び
対
戦
車
肉
薄
攻
撃
。

三
、
鉄
橋
、
橋
梁
等
を
爆
破
し
、
交
通
網
を
破
壊
す
る
。

四
、
有
線
、
無
線
等
通
信
網
の
破
壊
。

以
上
の
任
務
を
遂
行
す
る
為
。
日
夜
必
死
の
猛
訓
練
を
実
施
、

特
に
部
隊
の
特
性
上
、
夜
間
訓
練
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
は
云

う
ま
で
も
な
い
。
関
東
軍
の
状
況
は
、
最
盛
期
に
比
べ
戦
力
も

極
度
に
低
下
し
、
近
代
装
備
の
ソ
連
軍
に
対
し
、
広
大
な
国
境

線
を
守
り
抜
く
こ
と
は
、
至
難
な
問
題
と
さ
れ
、
最
悪
の
場
合

は
戦
線
を
縮
小
、
大
連
、
吉
林
、
図
們
を
結
ぶ
山
岳
地
帯
に
布

陣
し
、

防
衛
す
る
作
戦
で
あ
る
こ
と
も
既
に
承
知
し
て
い
た
が
、

公
表
の
限
り
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
ソ
連
が

察
知
せ
ぬ
筈
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下

で
、
戦
力
の
劣
勢
を
補
完
す
る
た
め
、
遊
撃
戦
法
が
採
用
さ
れ

た
こ
と
は
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

作
戦
上
、
劣
勢
な
る
軍
隊
が
、
優
勢
な
る
軍
隊
と
対
戦
す
る

場
合
、
奇
襲
戦
法
を
以
っ
て
す
る
の
が
定
石
で
あ
り
、
こ
の
措

置
は
成
功
し
、
各
処
で
赫
々
の
戦
果
を
挙
げ
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
ソ
連
侵
攻

昭
和
二
十
年
八
月
八
日
夜
半
、
突
然
「
キ
ー
ン
」
と
云
う
爆

音
が
頭
上
を
か
す
め
た
。
普
段
聞
き
慣
れ
な
い
金
属
性
の
爆
音

は
、
正
し
く
ソ
連
機
と
直
感
し
た
。
同
室
に
寝
て
い
た
沢
、
池

田
両
見
習
士
官
に
「
オ
イ
、
ソ
連
機
だ
、
起
き
ろ
」
と
起
床
を



促
し
た
。
両
見
習
士
官
は
よ
く
眠
っ
て
い
た
様
で
あ
る
。
当
日

は
い
つ
も
の
如
く
演
習
を
終
り
、

明
日
の
教
育
計
画
を
検
討
し
、

器
材
の
準
備
等
下
士
官
に
指
示
し
て
、
就
寝
は
十
一
時
を
過
ぎ

て
い
た
。
夏
の
夜
の
こ
と
、
う
つ
ら
う
つ
ら
と
ま
ど
ろ
ん
で
い

た
。
兎
に
角
軍
服
を
着
け
、
重
い
気
持
ち
で
一
服
火
を
付
け
た
。

そ
の
時
で
あ
っ
た
。「
ド
カ
ー
ン
」
と
云
う
爆
発
音
、
異
常
に

気
付
い
た
篠
原
、
日
高
両
見
習
士
官
が
、
第
二
兵
舎
か
ら
駆
け

つ
け
て
来
た
。
皆
口
数
は
少
な
く
、
夫
々
に
憶
測
を
め
ぐ
ら
し

情
報
を
待
っ
て
い
た
。
数
分
後
伝
令
の
言
に
依
れ
ば
、
先
刻
師

団
司
令
部
に
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
、
准
士
官
、
見
習
士
官

以
上
は
大
至
急
に
集
合
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
隊
長
石
崎
大
尉
の
命
令
に
依
れ
ば

一
、
本
九
日
零
時
、
敵
ソ
連
軍
ハ
国
境
ヲ
突
破
、
侵
攻
ヲ
開
始

セ
リ
。

一
、
侵
攻
正
面
ハ
主
ト
シ
テ
、
東
寧
、
同
江
、
黒
河
、
満
州
里

ノ
四
正
面
ニ
シ
テ
、
国
境
守
備
隊
ハ
目
下
交
戦
中
ナ
リ
。

一
、
事
後
ノ
行
動
ニ
付
イ
テ
ハ
、
別
命
ヲ
待
テ
。

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
若
干
の
指
示
を
受
け
、
中
隊
に
急
い
だ
。
予
期
し
て

い
た
も
の
の
、
来
る
べ
き
も
の
が
来
た
と
云
う
実
感
で
あ
っ
た
。

中
隊
長
亀
山
俊
宏
少
尉
（
後
中
尉
）
の
命
令
に
従
い
、
兵
器
、

弾
薬
、
被
服
、
糧
秣
、
医
薬
品
等
、
一
両
日
は
出
戦
準
備
に
繁

忙
を
極
め
た
。

し
か
し
そ
の
時
点
で
は
、
戦
争
と
い
っ
た
深
刻
な
心
境
で
は

な
く
、
案
外
冷
静
に
、
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
思

え
ば
初
年
兵
当
時
、
第
十
師
団
の
動
員
を
経
験
し
て
お
り
、
こ

の
こ
と
が
関
係
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

最
後
の
師
団
命
令

出
戦
準
備
を
終
わ
り
、
次
の
命
令
を
待
っ
て
い
た
。
戦
争
と

は
こ
ん
な
も
の
か
、

こ
れ
で
は
演
習
よ
り
楽じ
ゃ
な
い
か
等
と
、

軽
口
を
た
た
く
者
も
あ
っ
た
。
し
か
し
内
心
は
、
嵐
の
前
の
静

け
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
た
。

八
月
十
二
日
の
師
団
命
令

一
、
敵
ハ
松
花
江
ヲ
■
上
シ
、
目
下
富
錦
地
区
ヲ
攻
撃
中
ナ
リ
。

一
、
挺
進
隊
ハ
師
団
ノ
後
衛
ト
ナ
リ
、
松
花
江
右
岸
ヲ
西
進
シ
、

依
蘭
、
方
正
ヲ
経
テ
、
吉
林
ニ
向
イ
転
進
ス
ベ
シ
。

一
、
余
ハ
方
正
ニ
先
行
ス
ル
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。



こ
れ
が
、
最
後
の
師
団
命
令
に
な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
。
悪
戦
苦
闘
の
末
、
武
装
解
除
ま
で
再
び
聞
く
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
命
令
は
不
本
意
極
ま
り
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
当
時
の
自
分
と
し
て
は
、
初
陣
の
こ
と
で
あ
り
、
師
団

が
現
地
に
統
一
展
開
し
、

一
戦
交
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

し
か
し
、
現
実
は
厳
し
く
、
一
小
隊
長
の
感
傷
に
よ
っ
て
、
解

決
さ
れ
る
よ
う
な
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

歩
兵
部
隊
を
始
め
、
諸
隊
は
転
進
を
開
始
し
た
。
中
隊
で
は
、

篠
原
見
習
士
官
の
指
揮
す
る
第
四
小
隊
が
、
中
隊
の
虚
弱
兵
を

併
せ
引
率
、
ト
ラ
ッ
ク
で
先
発
し
た
。
他
中
隊
も
同
様
で
あ
っ

た
。
池
田
見
習
士
官
の
指
揮
す
る
第
二
小
隊
も
後
を
追
っ
た
。

残
る
の
は
第
一
、
第
三
、
第
五
小
隊
で
あ
る
。
八
月
十
三
日
突

然
、
敵
の
偵
察
機
が
飛
来
し
、
超
低
空
で
偵
察
を
始
め
た
。
時

に
は
兵
舎
に
突
っ
込
ん
で
来
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
切
歯

扼
腕
、
三
個
小
隊
一
斉
に
集
中
射
撃
を
行
い
、
撃
退
し
た
の
で

あ
っ
た
。
小
銃
に
よ
る
対
空
射
撃
は
、
効
果
が
な
い
と
い
わ
れ

て
い
た
が
、
一
個
小
隊
お
り
、
無
我
夢
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

同
機
と
思
わ
れ
る
偵
察
機
が
再
び
来
襲
、
容
赦
な
く
機
銃
掃
射

を
浴
び
せ
て
来
た
。
機
銃
弾
が
地
面
を
一
直
線
に
走
る
。
危
険

で
あ
り
、
全
員
退
避
す
る
外
な
か
っ
た
。
対
空
砲
火
が
あ
れ
ば

と
悔
ま
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
頃
、
邦
人
や
朝
鮮
人
が
、
続
々
と
避
難
す
る
姿
が
、
重

苦
し
く
見
受
け
ら
れ
た
。

転

進

諸
隊
の
転
進
が
終
る
の
を
待
ち
、
八
月
十
四
日
夕
刻
大
隊
は

転
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
、
第
二
中
隊
先
発
、
沢
見
習

士
官
の
指
揮
す
る
第
一
小
隊
は
、
大
隊
長
直
轄
と
な
り
転
出
、

第
三
小
隊
は
後
衛
尖
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
転
進
に
当
り
、
兵
舎
の

焼
却
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
所
謂
焼
土
戦
術
で
あ
り
、
敵
に
一
物
も

与
え
ぬ
心
算
で
あ
る
。

午
前
中
、
自
ら
爆
破
指
揮
官
と
な
り
、
第
四
分
隊
長
得
田
兵

長
（
下
士
官
候
補
者
）
渡
辺
一
等
兵
（
小
隊
長
当
番
）
の
二
名

を
し
て
、
炊
事
場
の
ボ
イ
ラ
ー
二
基
を
爆
破
せ
し
め
、
無
事
完

了
し
た
。
続
い
て
、
各
分
隊
を
部
署
し
、
本
部
を
始
め
、
各
中

隊
兵
舎
、
倉
庫
、
■
舎
に
至
る
ま
で
、
完
全
に
点
火
準
備
を
整

え
さ
せ
た
。

夕
刻
五
時
、
ラ
ッ
パ
の
音
を
合
図
に
、
一
斉
に
点
火
、
屯
営

は
ま
た
た
く
間
に
火
の
海
と
化
し
た
。
火
は
風
を
呼
び
、
風
は



火
を
あ
お
り
、
ま
さ
に
天
を
も
焦
す
火
■
に
、
気
は
い
ら
だ
つ

ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
、
警
戒
の
任
に
当
っ
て
い
た
第
五
小
隊
長
（
日
高
見

習
士
官
）
と
、
夫
々
小
隊
を
掌
握
し
、
本
隊
を
追
及
し
た
。
陽

は
赤
く
、
将
に
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
大
隊
長
に
報
告
、
ひ

と
ま
ず
大
任
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
隊
副
官
森
見
習
士

官
（
一
期
先
輩
、
後
少
尉
）
が
、「
大
隊
長
が
褒
め
て
い
た
よ
」

と
い
う
の
で
、「
何
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
良
く
焼
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
放
火
し
て
褒
め
ら
れ
る
等
、
予
想
も
し

て
い
な
か
っ
た
。
大
隊
長
は
遠
く
か
ら
、
双
眼
鏡
で
眺
め
て
お

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
を
振
り
向
け
ば
、
佳
木
斯
の
飛
行
場

は
敵
機
に
爆
撃
さ
れ
、
そ
の
惨
状
は
目
を
覆
う
べ
く
、
ま
た
兵

器
廠
、
貨
物
廠
な
ど
は
、
松
花
江
を
■
上
し
た
敵
の
江
上
艦
隊

に
砲
撃
さ
れ
、
火
の
手
が
上
が
っ
て
お
り
、
街
の
あ
ち
こ
ち
に

も
、
漸
く
暮
れ
な
ん
と
す
る
薄
暮
の
空
を
、
赤
く
染
め
て
い
る

の
が
散
見
さ
れ
、
殺
伐
た
る
情
景
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
、
本
格
的
な
転
進
が
始
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
後
衛
尖
兵
（
本
隊
の
後
方
を
守
る
部
隊
で
、
兵
力
一
個
小

隊
、
通
常
将
校
が
指
揮
す
る
）
で
あ
る
我
が
小
隊
は
、
師
団
の

後
方
を
守
り
、
対
戦
車
攻
撃
に
備
え
、
そ
れ
ぞ
れ
弾
薬
を
背
負

っ
て
の
転
進
で
あ
る
。
敵
と
の
距
離
を
と
る
た
め
、
三
日
二
晩

不
眠
不
休
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
早
く
も
、
落
後
者
が

続
出
し
、
収
容
し
な
が
ら
の
転
進
は
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
前
衛
の
尖
兵
（
部
隊
の
進
路
を
保
持
し
、

進
路
上
の
障
害
を
排
除
し
な
が
ら
前
進
す
る
部
隊
。
兵
力
一
個

小
隊
、
将
校
が
指
揮
す
る
）
で
あ
れ
ば
と
、
悔
や
ま
れ
て
仕
方

が
な
か
っ
た
。

赴
任
早
々
、
第
一
種
巡
察
に
服
務
し
、
ま
た
挺
進
隊
に
転
属

後
、
火
炎
放
射
機
に
関
す
る
師
団
の
研
修
会
が
計
画
さ
れ
、
そ

の
教
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
対
象
者
は
各
兵
科
の
中
少
尉
、
並
び

に
見
習
士
官
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
余
り
の
こ
と
に
躊
躇
し

た
が
、
新
編
成
師
団
戦
力
向
上
の
た
め
、
断
る
こ
と
も
出
来
ず
、

あ
え
て
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。

師
団
指
令
部
に
出
頭
、
係
官
（
中
尉
）
と
所
要
の
打
合
せ
を

し
、
準
備
を
進
め
て
い
た
矢
先
、
開
戦
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は

実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
度
は
師
団
の
後
衛
尖
兵
と
、
色
々
責

任
を
負
わ
さ
れ
る
宿
命
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
決

し
て
愚
痴
を
い
う
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
重
任
を
与
え
ら
れ



る
こ
と
は
名
誉
で
あ
り
、
か
え
っ
て
喜
び
を
感
じ
て
い
た
。
と

い
う
の
が
率
直
な
心
境
で
あ
っ
た
。

対
戦
車
戦

八
月
十
六
日
午
後
、
敵
戦
車
接
近
の
報
に
接
し
、
部
隊
は
大

隊
長
の
命
令
一
下
、
松
花
江
右
岸
の
丘
陵
地
に
展
開
、
対
戦
車

肉
薄
攻
撃
に
備
え
た
。
こ
の
時
大
隊
長
以
下
、
不
必
要
な
装
具

は
一
切
投
げ
捨
て
、
下
士
官
、
兵
は
小
銃
と
銃
剣
の
極
く
軽
装

で
火
薬
を
抱
き
、
決
戦
に
の
ぞ
ん
だ
の
で
あ
る
。

私
的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
、
私
は
肌
に
つ
け
て
い

た
氏
神
の
御
守
り
と
、
千
人
針
を
投
げ
捨
て
た
。
勿
体
無
い
こ

と
で
は
あ
る
が
、
死
を
覚
悟
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
死
後
女
々

し
い
と
い
わ
れ
た
く
な
い
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
敵
の

戦
車
は
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、
松
花
江
右
岸

の
道
路
を
堂
々
と
西
進
し
て
行
っ
た
。
対
戦
車
戦
は
不
発
に
終

わ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
っ
け
に
取
ら
れ
た
我
々
は
集
結
し
、
依

蘭
に
向
け
転
進
を
急
い
だ
。
そ
の
頃
、
依
蘭
方
面
で
は
、
空
中

よ
り
の
爆
撃
と
、
江
上
艦
隊
（
搭
載
砲
は
野
砲
級
）
の
砲
撃
を

受
け
て
い
た
。
情
報
に
よ
れ
ば
、
依
蘭
橋
は
破
壊
さ
れ
、
す
で

に
退
路
は
■
断
さ
れ
、
先
行
中
隊
は
死
傷
多
数
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
と
も
な
道
路
や
鉄
道
は
行
く
べ
く
も
な
い
。
止
む

を
得
ず
、
支
流
の
牡
丹
江
を
■
り
、
南
下
し
、
師
団
命
令
を
頼

り
に
、
一
路
吉
林
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

前
日
、
八
月
十
五
日
の
終
戦
は
知
る
由
も
な
く
、
ま
た
爾
後

三
ヵ
月
の
難
行
軍
が
続
く
こ
と
な
ど
、
夢
想
も
し
な
か
っ
た
。

大
隊
長
直
轄
の
第
一
小
隊
長
、
沢
見
習
士
官
（
後
少
尉
）
は
、

将
校
斥
候
と
し
て
任
務
遂
行
中
、
大
腿
部
貫
通
銃
創
を
受
け
、

遂
に
手
榴
弾
で
自
決
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
土
佐
出

身
で
、
闘
士
満
々
、
頼
も
し
い
青
年
将
校
で
あ
っ
た
。
生
前
常

に
「
俺
は
高
知
の
老
舗
、
某
味
噌
屋
の
伜
、
で
、
坂
本
龍
馬
の

血
を
受
け
て
い
る
」
と
、
豪
語
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

冥
福
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
晩
、
転
進
開
始
後
初
め
て
、
満
人
部
落
に
宿
営
し
た
。

将
兵
と
も
に
睡
眠
不
足
で
あ
っ
た
。
深
夜
大
隊
長
よ
り
将
校
斥

候
を
命
じ
ら
れ
た
。
任
務
は
橋
梁
偵
察
で
あ
る
。
部
下
二
名
を

引
率
、
暗
夜
の
道
を
目
的
地
に
向
か
っ
た
。
地
理
も
判
ら
ぬ
ま

ま
危
険
を
犯
し
現
地
に
到
着
、
見
れ
ば
橋
梁
は
す
で
に
破
壊
さ

れ
て
い
た
。
川
幅
、
水
深
、
流
速
、
両
岸
の
状
況
等
、
渡
河
不

可
能
と
判
断
し
、
そ
の
旨
大
隊
長
に
報
告
、
部
隊
は
方
向
転
換
、



別
路
転
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
状
況
は
悪
化
し
、
前
途
多
難

を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

牡
丹
江
渡
河

八
月
十
七
、
八
日
ご
ろ
、
終
戦
の
デ
マ
が
飛
び
始
め
た
。
ソ

連
機
は
空
中
か
ら
ビ
ラ
を
撒
き
、
満
人
の
動
向
も
お
か
し
く
な

っ
た
。
し
か
し
信
用
す
る
気
は
全
く
な
い
。
大
隊
長
は
自
ら
状

況
偵
察
に
出
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
再
び
会
う
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
ど
う
な
っ
た
の
か
、
以
後
状
況
は
全
く
判
ら
ず
、

大
隊
本
部
及
び
第
三
中
隊
の
盲
目
行
軍
と
な
っ
た
。

八
月
も
下
旬
、
食
糧
も
な
く
な
り
、
現
地
で
調
達
す
る
し
か

な
い
。
季
節
的
に
は
畑
の
作
物
が
実
っ
て
お
り
、
胡
瓜
、
茄
子
、

南
瓜
等
行
き
ず
り
に
調
達
出
来
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ
た
。
し

か
し
疲
労
は
重
な
り
、
行
く
手
に
は
満
人
の
抵
抗
も
あ
り
、
行

軍
速
度
も
落
ち
て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
し

か
し
至
上
命
令
に
従
い
、
と
も
か
く
吉
林
を
目
指
し
南
進
を
続

け
た
。
障
害
は
牡
丹
江
で
あ
っ
た
。
何
所
か
で
渡
河
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
川
幅
百
メ
ー
ト
ル
、
水
深
は
深
く
急
流
で
あ
り
、

徒
歩
で
渡
渉
で
き
る
よ
う
な
代
物
で
は
な
い
。
何
所
か
で
渡
河

点
を
発
見
す
る
べ
く
、
絶
え
ず
念
頭
に
置
き
な
が
ら
行
動
を
続

け
て
い
た
。

あ
る
日
、
峠
か
ら
双
眼
鏡
で
偵
察
、
川
岸
に
一
隻
の
渡
し
舟

を
発
見
し
た
。
た
だ
し
折
悪
し
く
舟
は
対
岸
に
繋
い
で
あ
る
。

不
吉
な
予
感
が
脳
裏
を
か
す
め
た
。
こ
の
岸
の
部
落
で
昼
食
、

午
後
渡
河
を
決
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
部
落
に
人
影
は

な
く
無
人
の
里
で
あ
っ
た
。
決
行
に
当
り
、
本
部
、
中
隊
か
ら

泳
ぎ
に
自
信
の
あ
る
者
を
選
抜
し
、
対
岸
の
小
舟
を
引
き
戻
す

こ
と
に
な
っ
た
。
無
理
な
計
画
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
方
法

は
な
か
っ
た
。

部
落
を
出
発
、
本
部
、
指
揮
班
を
中
心
に
右
第
五
小
隊
、
左

第
三
小
隊
、
そ
れ
ぞ
れ
二
線
に
展
開
、
万
一
に
備
え
た
。
主
計

山
田
見
習
士
官
（
一
期
先
輩
、
後
少
尉
）
以
下
、
下
士
官
兵
数

名
が
褌
一
丁
で
飛
び
込
み
、
急
流
に
押
さ
れ
な
が
ら
中
流
に
達

す
る
と
、
突
然
、
対
岸
の
山
上
か
ら
猛
射
を
浴
び
せ
て
き
た
。

わ
が
方
も
一
斉
に
火
蓋
を
切
っ
た
。
い
か
に
せ
ん
前
は
河
、
前

進
す
る
こ
と
も
出
来
ず
切
歯
扼
腕
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
距
離

二
百
メ
ー
ト
ル
、
わ
が
方
は
河
岸
の
平
地
で
あ
り
、
状
況
は
全

面
に
不
利
で
あ
っ
た
。

伏
せ
て
い
る
前
後
左
右
に
、
小
銃
弾
が
ブ
ス
ブ
ス
と
土
煙
を



上
げ
危
険
で
あ
っ
た
。
後
方
の
擲
弾
筒
分
隊
に
攻
撃
を
命
じ
、

よ
う
や
く
山
上
の
敵
を
制
圧
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
敵
は
な

お
執
拗
に
抵
抗
し
渡
河
を
拒
み
つ
づ
け
た
。
渡
河
を
諦
め
避
退

す
る
に
も
危
険
が
伴
い
、
日
没
ま
で
交
戦
を
続
行
し
、
別
路
転

進
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
闘
に
お
い
て
負
傷
者
二
名
、
馬
一

頭
が
死
亡
し
た
が
、
軽
微
な
損
害
で
す
ん
だ
こ
と
は
何
よ
り
で

あ
っ
た
。
後
続
部
隊
が
あ
れ
ば
、
よ
り
積
極
的
に
進
路
を
開
拓

し
、
ま
た
援
護
射
撃
を
期
待
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
後
に
も

先
に
も
大
隊
本
部
と
第
三
中
隊
（
指
揮
班
お
よ
び
二
個
小
隊
）

で
あ
り
、
努
め
て
兵
力
の
温
存
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
上
流
に
■
り
、
数
日
後
渡
河
に
成
功
し
た
。
河
は
急

流
で
条
件
は
悪
く
、
難
渋
を
極
め
た
が
、
敵
の
抵
抗
も
な
く
無

血
で
あ
っ
た
。

雨

季

雲
行
き
も
変
わ
り
、
雨
季
を
想
わ
せ
る
九
月
の
初
旬
で
あ
っ

た
。
い
つ
も
の
ご
と
く
、
山
腹
を
前
進
し
て
い
た
。
夕
刻
、
無

名
部
落
の
山
腹
陣
地
か
ら
突
然
、

軽
機
関
銃
の
速
射
を
受
け
た
。

距
離
三
百
メ
ー
ト
ル
、
兵
力
一
個
分
隊
、
直
ち
に
道
路
両
側
の

川
岸
に
展
開
、
反
撃
開
始
、
さ
ら
に
一
部
を
し
て
、
道
路
右
側

の
山
上
を
占
領
せ
し
め
、
援
護
を
命
じ
た
。
川
幅
三
十
メ
ー
ト

ル
、
渓
谷
を
な
し
て
お
り
両
岸
は
険
し
く
、
渡
渉
困
難
で
あ
っ

た
。
兵
力
は
わ
が
方
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
り
、
容
赦
な
く
攻

撃
し
た
。
交
戦
一
時
間
、
よ
う
や
く
日
も
落
ち
て
敵
も
沈
黙
し

た
。
無
事
橋
梁
通
過
、
方
向
転
換
し
て
川
岸
に
沿
い
夜
行
軍
を

続
行
し
た
。
そ
の
夜
、
大
粒
の
雨
が
ぽ
つ
ぽ
つ
降
り
出
し
た
。

雨
季
の
前
兆
で
あ
っ
た
。

満
州
の
九
月
は
雨
季
で
あ
る
。
連
日
篠
突
く
雨
に
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
と
も
な
道
路
も
鉄
道
も
通
る
こ
と
が
出

来
ず
、
山
を
越
す
以
外
に
方
法
は
な
か
っ
た
。
昨
日
も
今
日
も
、

ま
た
明
日
も
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
の
行
軍
で
あ
る
。
頭
か
ら
靴

の
中
ま
で
雨
に
濡
れ
、
火
を
炊
く
に
も
マ
ッ
チ
は
な
く
、
あ
っ

て
も
濡
れ
て
い
た
。
ま
た
燃
え
る
よ
う
な
何
物
も
な
い
。
連
日

の
行
軍
に
疲
れ
果
て
、
木
の
根
を
枕
に
眠
る
し
か
な
い
。
降
り

続
く
雨
は
顔
を
濡
ら
し
、
目
か
ら
耳
、
鼻
か
ら
口
、
首
か
ら
背

筋
に
流
れ
込
み
、
到
底
寝
て
い
ら
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

夜
半
全
員
起
床
、
当
て
も
な
い
行
軍
を
続
け
る
の
で
あ
っ
た
。

東
満
は
湿
地
が
多
い
。
土
地
が
古
く
侵
食
の
た
め
表
土
が
流

亡
し
、
粘
土
が
露
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
対
ソ
戦
に
備
え
、



湿
地
通
過
の
演
習
を
再
三
繰
り
返
し
た
も
の
の
、
膝
ま
で
没
す

る
湿
地
帯
を
通
過
す
る
時
は
全
く
処
置
な
し
。
泥
沼
の
中
に
大

き
な
岩
ら
し
き
も
の
を
発
見
し
、
よ
う
や
く
た
ど
り
つ
い
た
と

こ
ろ
、
日
本
馬
の
死
骸
で
あ
っ
た
。
先
行
し
た
他
の
部
隊
の
馬

で
あ
ろ
う
か
、
馬
体
の
一
部
が
泥
上
に
出
て
い
る
だ
け
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
進
ん
だ
。

一
人
の
兵
が
、「
小
隊
長
殿
、
自
分
は
も
う
歩
け
ま
せ
ん
」

と
悲
壮
な
声
で
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。「
何
を
言
う
か
、
苦
し

い
の
は
皆
一
緒
だ
。
歩
け
」
と
励
ま
し
た
も
の
の
、
到
底
歩
け

る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
そ
こ
で
果
て
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
小
柄
で
は
あ
っ
た
が
素
直
な
兵
隊
で
あ
っ
た
。
転
進
開

始
の
と
き
、
先
発
さ
せ
て
お
れ
ば
と
悔
や
ま
れ
て
仕
方
が
な
か

っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
落
後
者
の
収
容
が
難
し
く
な
っ
た
。
落
後
者
に

付
け
た
兵
隊
が
一
緒
に
落
後
す
る
事
態
が
続
出
し
た
。
分
隊
長

の
進
言
も
あ
り
、
中
隊
長
に
相
談
の
上
「
苦
し
い
の
は
皆
一
緒

で
あ
る
。
今
後
落
後
し
て
も
収
容
出
来
な
い
か
ら
、
各
自
自
力

で
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
従
っ
て
こ
い
」
と
厳
命
し
た
。
つ
ら
か

っ
た
。
し
か
し
状
況
止
む
を
え
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
開
拓
民
が
山
中
を
避
難
し
つ
つ
あ
っ
た
。
見
れ
ば

老
人
、
婦
人
と
子
供
ば
か
り
で
あ
る
。
気
の
毒
と
い
う
ほ
ど
単

純
な
状
況
で
は
な
い
。
手
を
貸
す
こ
と
も
出
来
ず
、
追
い
越
す

以
外
に
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
で
峠
と
い
う
と
こ
ろ
で
異
様
な

死
体
を
見
つ
け
た
。
中
年
の
婦
人
で
あ
っ
た
。
見
れ
ば
舌
を
噛

み
切
り
息
絶
え
て
、
苦
悶
の
色
を
た
た
え
て
い
た
。

死
体
は
折
り
か
ら
の
雨
に
叩
か
れ
、
正
に
地
獄
絵
を
見
る
よ

う
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
進
む
と
山
中
の
道
端
に
生
れ
て
間
も
な

い
嬰
児
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
乳
房
を
求
め
て
か
火
が
着
く
よ

う
に
泣
い
て
い
た
。
助
か
る
見
込
み
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も

こ
の
子
の
母
親
は
何
故
一
緒
に
死
な
な
い
の
か
、
怒
り
が
込
み

上
げ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。
つ
い
に
一
発
兵
隊
が
発
砲
し
た
の

で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
知
る
由
も
な
い
。

避
難
民
の
多
く
は
開
拓
民
で
あ
っ
た
。
国
策
に
従
い
、
満
州

に
新
天
地
を
求
め
て
移
住
し
、
食
料
増
産
に
努
め
た
人
た
ち
で

あ
る
。
生
死
の
境
を
彷
徨
す
る
極
限
状
態
の
中
で
、
か
わ
い
い

わ
が
子
を
捨
て
て
、
あ
る
い
は
満
人
に
預
け
た
親
の
心
境
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
孤
児
の
労
苦
を
偲
び
、
心
を
痛
め

る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
日
中
の
国
交
も
回
復
し
た
今
、
祖
国
に



肉
親
を
求
め
て
帰
国
し
た
姿
を
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
に
見
て
、
目

頭
の
熱
く
な
る
の
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
孤

児
が
、
肉
親
に
再
会
で
き
る
こ
と
を
、
心
か
ら
祈
っ
て
止
ま
な

い
次
第
で
あ
る
。

単

独

行

雨
季
も
明
け
た
頃
で
あ
っ
た
。
連
日
の
行
軍
に
兵
隊
の
体
力

も
消
耗
し
て
き
た
。
落
後
者
を
収
容
す
る
手
段
は
講
じ
て
い
な

い
。
個
人
の
体
力
と
精
神
力
任
せ
で
あ
る
。
こ
こ
で
態
勢
を
整

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
ろ
道
端
に
は
、
腐
乱
死
体
が

頻
々
と
遺
棄
さ
れ
て
い
た
。
中
隊
長
が
落
後
者
の
収
容
を
命
令

さ
れ
た
。

「
よ
し
、
俺
が
残
る
」
と
、
あ
る
満
人
部
隊
の
入
り
口
で
主
力

を
先
行
さ
せ
、
自
分
一
人
で
待
っ
て
い
た
。
真
夜
中
で
あ
る
。

そ
こ
に
五
、
六
騎
の
乗
馬
部
隊
が
接
近
し
て
き
た
。
耳
を
澄
ま

せ
る
と
日
本
軍
の
よ
う
で
あ
る
。「
誰
何
」
し
た
と
こ
ろ
特
務

機
関
で
あ
っ
た
。

「
落
後
者
を
見
な
か
っ
た
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
後
方
一
千

五
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
一
人
の
兵
隊
が
転
げ
な
が
ら
歩
い
て

い
た
。
待
っ
て
い
て
も
見
込
み
が
な
い
。
こ
の
付
近
は
状
況
が

悪
い
か
ら
先
に
急
げ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
頭
の
指
揮

官
は
、
数
日
前
あ
る
満
人
部
落
で
お
会
い
し
た
特
務
機
関
の
少

佐
殿
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
止
む
な
く
一
人
で
、
寝
静
ま
っ
た
満

人
部
落
を
通
り
抜
け
、
主
力
を
追
及
し
た
。
村
外
れ
に
差
し
か

か
っ
た
と
き
、
突
然
一
人
の
満
人
が
話
し
か
け
て
き
た
。
言
葉

は
全
然
判
ら
な
い
。
彼
を
無
視
し
て
予
定
通
り
前
進
す
る
と
、

彼
は
二
、
三
歩
後
方
を
着
い
て
く
る
の
で
気
持
ち
が
悪
か
っ
た
。

拳
銃
で
打
つ
か
そ
れ
と
も
軍
刀
で
打
ち
切
る
か
、
銃
把
を
握

っ
た
り
刀
の
柄
に
手
を
か
け
た
り
し
て
い
る
と
、
危
険
を
感
じ

た
の
か
、
咄
嗟
に
唐
黍
畑
に
逃
げ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
ほ
っ
と

し
た
も
の
の
道
路
の
両
側
は
一
面
の
唐
黍
畑
、
夜
風
に
葉
擦
れ

の
音
が
が
さ
が
さ
と
鳴
っ
て
お
り
、
不
気
味
で
あ
っ
た
。
行
く

う
ち
三
叉
路
に
差
し
掛
か
っ
た
。
さ
て
右
に
行
く
べ
き
か
、
左

に
行
く
べ
き
か
迷
っ
た
。
標
示
用
の
白
テ
ー
プ
が
あ
る
が
、
両

方
共
ち
ぎ
れ
て
い
て
判
り
に
く
い
。
月
明
か
り
に
路
面
を
よ
く

見
る
と
、
編
上
靴
の
跡
が
あ
る
が
、
進
行
方
向
が
よ
く
判
ら
な

い
。
し
ば
ら
く
腕
を
組
み
思
案
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、

右
前
方
約
一
千
メ
ー
ト
ル
の
部
落
で
犬
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え

た
。
兆
候
に
よ
る
判
断
で
そ
の
部
落
に
急
行
し
た
。
歩
■
が
立



っ
て
お
り
、
そ
の
案
内
で
無
事
本
隊
に
到
着
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
そ
こ
に
は
隊
長
以
下
、
本
部
、
指
揮
班
の
面
面
が
、
土
間

で
焚
火
を
囲
み
な
が
ら
、
事
後
の
行
動
に
つ
い
て
作
戦
を
練
っ

て
い
た
。

聞
け
ば
、
彼
の
満
人
は
、
中
隊
長
よ
り
出
さ
れ
た
案
内
者
で

あ
り
、
こ
の
家
の
主
人
で
あ
っ
た
。
殺
意
を
持
っ
た
こ
と
に
た

い
し
恥
じ
入
る
と
共
に
、
中
隊
長
の
計
ら
い
に
感
激
し
た
次
第

で
あ
る
。
戦
場
に
お
け
る
単
独
行
動
は
危
険
で
あ
る
こ
と
は
百

も
承
知
し
な
が
ら
無
謀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
事

後
部
下
を
掌
握
す
る
上
に
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

難
関
・
老
爺
嶺

少
量
の
食
糧
し
か
準
備
で
き
な
い
ま
ま
、
い
よ
い
よ
難
関
・

老
爺
嶺
に
突
入
、
気
は
重
か
っ
た
。
老
爺
嶺
と
い
え
ば
満
州
の

二
大
山
脈
の
一
つ
で
あ
り
、
西
の
興
安
嶺
に
は
及
ば
な
い
が
、

東
満
の
峻
険
で
あ
っ
た
。
未
知
の
地
域
で
あ
り
、
踏
破
す
る
の

に
何
日
か
か
る
の
か
全
然
見
当
が
付
か
な
い
。
最
悪
の
場
合
、

山
中
で
白
骨
化
す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
後
は
天
ま
か
せ
の
冒
険

的
な
作
戦
で
あ
っ
た
。

日
を
経
る
に
従
い
山
は
険
し
く
な
り
、
前
途
多
難
を
思
わ
せ

る
も
の
が
あ
っ
た
。
歩
く
べ
き
道
は
無
く
、
銃
剣
で
雑
木
や
熊

笹
を
伐
採
し
、
磁
石
で
方
向
を
維
持
し
な
が
ら
の
前
進
で
あ
っ

た
。
岩
場
等
障
害
物
が
あ
れ
ば
、
知
ら
ぬ
間
に
方
向
を
誤
り
、

ま
た
修
正
す
る
と
い
う
状
況
で
、
前
進
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
。
そ
の
う
ち
、
食
糧
も
盡
き
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

山
中
で
雑
木
の
新
芽
、
き
の
こ
等
、
あ
る
い
は
渓
流
に
芹
を
探

し
て
飢
え
を
凌
ぐ
状
態
が
続
い
た
。

人
跡
未
踏
の
深
山
で
あ
り
、

昼
な
お
暗
く
鳥
の
喘
き
声
も
聞
け
な
い
。

直
径
一
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
樅
や
落
葉
松
が
立
ち
枯
れ
、
倒
れ

て
折
り
重
な
っ
て
い
る
。
跨
ぐ
力
も
な
い
。
■
い
な
が
ら
恰
も

蝸
の
行
進
と
な
っ
た
。
夜
は
露
営
、
一
日
の
行
程
約
一
キ
ロ
、

吉
林
へ
の
途
は
遠
か
っ
た
。
朝
起
き
て
見
る
と
既
に
冷
た
く
な

っ
て
い
る
兵
も
続
出
し
た
。
別
に
苦
し
ん
だ
形
跡
も
な
い
。
枯

木
が
落
ち
る
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
動
け
な
く
な
っ
た

兵
隊
は
現
地
に
残
す
以
外
に
方
法
は
な
か
っ
た
。
後
髪
を
引
か

れ
る
思
い
で
部
隊
が
出
発
す
る
と
、
背
後
で
爆
発
音
、
重
苦
し

い
空
気
が
流
れ
る
。
直
接
で
は
な
い
が
、
兵
の
中
に
は
「
こ
ん

な
山
中
で
我
々
を
白
骨
に
す
る
の
か
、
将
校
の
責
任
だ
」
と
不



満
の
声
が
耳
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
軍
医
は
引
き
返
せ
と
い

い
、
隊
長
は
予
定
通
り
前
進
せ
よ
と
い
う
。
尖
兵
の
私
は
苦
境

に
立
っ
た
。
し
か
し
今
さ
ら
引
き
返
す
意
志
は
無
く
、
隊
長
の

命
令
に
従
い
前
進
を
続
行
し
た
。

こ
の
頃
、
友
軍
機
が
通
信
筒
の
一
つ
で
も
落
と
し
て
く
れ
な

い
か
、
期
待
す
る
方
が
無
理
で
あ
っ
た
。

八
月
十
四
日
の
夕
、
友
軍
機
が
た
だ
一
機
、
佳
木
斯
の
上
空

を
一
周
し
、
西
空
に
消
え
て
行
っ
た
。
友
軍
の
機
影
を
見
た
の

は
こ
れ
が
最
後
で
あ
っ
た
。
翌
日
稜
線
に
進
出
、
さ
ら
に
前
進

す
る
と
正
に
天
祐
神
助
か
、

木
挽
小
屋
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
唐
黍
の
粉
が
米
袋
に
一
杯
入
っ
て
い
た
。
久
し
振
り

に
穀
物
の
粥
を
口
に
し
、
隊
長
以
下
生
気
を
取
り
戻
し
た
。
し

か
し
今
だ
楽
観
は
許
さ
れ
な
い
。

疲
れ
た
五
体
を
引
き
づ
り
な
が
ら
前
進
、
途
中
木
材
で
川
を

堰
止
め
、
水
と
共
に
原
木
を
流
す
堰
堤
が
あ
っ
た
。
下
流
の
深

み
に
手
榴
弾
を
投
げ
込
み
、
浮
い
た
魚
で
栄
養
を
補
給
し
た
。

こ
れ
は
自
粛
し
て
い
た
手
段
で
あ
っ
た
が
、
状
況
止
む
を
得
な

い
も
の
が
あ
っ
た
。
漸
く
、
小
鳥
の
啼
き
声
も
聞
こ
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
人
里
も
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

思
う
に
、
南
進
そ
の
も
の
が
、
結
果
的
に
、
難
関
・
老
爺
嶺

山
脈
を
縦
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
余
分
な
日
数
を
費
や
し
た
こ

と
は
誠
に
不
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
あ
の
時
点
で
、
あ

れ
以
上
の
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
。
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
け
れ
ど
も
、
初
志
を
貫
徹
、
峻

険
の
踏
破
に
成
功
し
た
こ
と
は
、
せ
め
て
も
の
慰
め
で
あ
る
。

歩
■
線
突
破

数
日
後
、
漸
く
横
道
河
子
の
見
え
る
地
点
ま
で
進
出
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
山
脈
の
盆
地
に
あ
る
黄
道
河
子
は
、
か
っ
て
軍

の
兵
站
基
地
が
あ
っ
た
処
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
既
に
ソ
連
軍
が

進
駐
し
て
い
た
。
か
と
い
っ
て
、
そ
こ
を
避
け
て
通
る
こ
と
も

難
し
か
っ
た
。
食
糧
は
無
く
長
期
の
山
越
え
に
疲
れ
切
っ
て
い

た
。
夕
刻
ま
で
に
山
麓
ま
で
降
り
、
夜
十
二
時
を
期
し
、
歩
■

線
を
突
破
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
大
事
な
時
に
異
変

が
発
生
し
た
。
本
部
、
指
揮
班
と
の
連
絡
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

下
山
中
、
連
絡
兵
が
泉
の
水
を
飲
ん
で
い
る
間
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
な
ん
た
る
不
覚
、
も
う
再
び
会
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、

重
荷
が
ず
っ
し
り
と
肩
に
掛
か
っ
て
来
る
の
を
感
じ
た
。

兵
隊
の
心
は
や
や
も
す
れ
ば
沈
滞
気
味
で
あ
っ
た
。
し
か
し



こ
こ
で
気
を
緩
め
て
は
な
ら
な
い
。
挺
進
隊
編
成
以
来
、
ひ
た

す
ら
夜
間
訓
練
で
鍛
え
た
の
は
何
の
た
め
か
、
今
こ
そ
挺
進
隊

の
本
領
を
発
揮
す
べ
き
時
だ
。
自
分
に
も
そ
う
い
い
聞
か
せ
、

兵
隊
に
も
気
合
を
入
れ
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
遅
疑
逡
巡

は
指
揮
官
の
最
も
戒
む
る
と
こ
ろ
、

躊
躇
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。

日
高
見
習
士
官
と
協
議
し
、「
断
じ
て
行
け
ば
、
鬼
神
も
こ
れ

を
避
く
」
こ
と
を
信
じ
決
行
に
踏
み
切
っ
た
。
生
か
死
か
、
あ

る
い
は
捕
虜
か
、
一
小
隊
長
の
決
断
に
よ
り
、
二
個
小
隊
の
運

命
を
左
右
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
ほ
ど
責
任
の
重
さ
を
感
じ

た
こ
と
は
無
い
。

十
二
時
行
動
開
始
、
草
原
を
隠
密
行
動
で
あ
っ
た
。
突
然「
誰

何
」
さ
れ
、
い
き
な
り
自
動
小
銃
で
射
た
れ
た
。
複
■
の
内
一

名
が
報
告
に
帰
っ
た
。
距
離
十
メ
ー
ト
ル
少
し
進
み
過
ぎ
た
よ

う
で
あ
る
。
拳
銃
で
射
殺
す
る
か
、
そ
れ
と
も
軍
刀
で
打
ち
切

る
か
迷
っ
た
。
し
か
し
、
歩
■
線
で
紛
争
を
起
こ
す
こ
と
は
得

策
で
は
な
い
。
事
後
の
行
動
を
考
慮
し
、
息
を
殺
し
な
が
ら
、

■
回
し
、
漸
く
正
面
の
山
麓
に
■
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。

安
堵
し
た
の
も
束
の
間
、
こ
の
山
は
険
し
く
、
樹
木
も
ま
ば

ら
の
岩
山
で
あ
っ
た
。
簡
単
に
は
進
め
な
い
。
部
下
も
疲
れ
切

っ
て
お
り
、
終
始
先
頭
に
立
っ
た
自
分
も
疲
れ
て
い
た
。
夜
が

明
け
始
め
た
。
も
う
少
し
前
進
し
た
い
と
気
は
あ
せ
る
が
、
足

が
前
に
出
な
い
。
止
む
な
く
小
休
止
、
岩
陰
か
ら
後
方
、
特
に

鉄
道
の
巡
察
に
気
を
配
っ
て
い
た
。
ま
だ
安
心
出
来
な
い
。
休

む
間
も
な
く
発
進
、

と
い
っ
て
も
な
か
な
か
腰
が
上
が
ら
な
い
。

九
時
頃
漸
く
頂
上
に
■
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。
こ
こ
で
大

休
止
、
直
線
距
離
に
し
て
約
一
キ
ロ
、
緊
張
の
連
続
で
あ
り
急

に
疲
れ
が
出
て
来
た
。
九
時
半
頃
、
右
方
向
か
ら
本
部
、
指
揮

班
、
暫
く
し
て
左
方
向
か
ら
五
小
隊
が
到
着
、
再
会
を
喜
び
合

っ
た
。
但
し
、
こ
れ
は
全
く
の
偶
然
で
あ
っ
た
。

十
月
下
旬
で
あ
っ
た
と
思
う
。
分
隊
長
以
下
を
失
っ
て
か
ら

山
岳
地
帯
を
南
下
中
、
北
上
す
る
中
共
軍
の
一
縦
隊
（
兵
力
一

個
中
隊
）
と
遭
遇
し
た
。
山
腹
道
の
曲
が
り
角
で
あ
り
、
全
く

の
偶
然
で
あ
っ
た
。
双
方
共
に
緊
張
し
、
隊
伍
を
整
え
て
擦
れ

違
っ
た
。
彼
等
は
日
本
の
敗
戦
を
、
既
に
知
っ
て
い
た
筈
で
あ

り
、
警
戒
を
怠
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
我
が
方
も
無
用

の
戦
闘
を
避
け
、
極
力
兵
力
の
温
存
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
も
し
相
手
が
ソ
連
軍
で
あ
れ
ば
、
ど
う
な
っ
た
で
あ

ろ
う
か
、
双
方
と
も
た
だ
で
は
済
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
誠



に
奇
妙
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

寒
中
露
営
、
武
装
解
除

十
一
月
も
中
旬
と
も
な
れ
ば
、
満
州
は
完
全
に
冬
で
あ
る
。

野
も
山
も
凍
て
つ
き
、
小
川
は
結
氷
し
て
渡
れ
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
安
眠
出
来
る
場
所
は
な
い
。
稜
線
に
歩
■
を
立
て
、
谷

間
で
火
を
炊
き
な
が
ら
車
座
に
な
っ
て
眠
っ
た
。
火
を
炊
け
ば

危
険
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
そ
う
す
る
以
外
に
方
法
が
な

か
っ
た
。

夜
中
、
一
人
の
兵
隊
が
目
が
覚
め
な
い
程
疲
れ
き
っ
て
、
被

服
に
火
が
着
い
た
の
も
知
ら
ず
大
火
傷
を
お
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
記
憶
に
な
い
。
ま
た
敵
襲
を
受
け
二
名

の
犠
牲
者
を
出
し
た
が
、
医
療
器
具
も
な
く
、
軍
医
も
そ
れ
以

上
の
処
置
が
出
来
な
か
っ
た
。
焦
っ
て
み
て
も
、
ど
う
に
も
な

ら
な
い
現
実
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
眠
る
こ
と
も
出
来
ず
、
木
の

葉
を
枕
に
寒
空
を
仰
げ
ば
、
何
事
も
無
か
っ
た
よ
う
に
北
斗
星

が
煌
め
い
て
い
た
。

状
況
偵
察
の
た
め
山
麓
の
部
隊
に
入
る
。
兎
に
角
そ
こ
で
確

か
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
八
月
十
五
日
の
終
戦
は
間

違
い
な
い
。
こ
れ
以
上
無
理
を
す
る
の
は
無
意
味
で
あ
っ
た
。

一
両
日
部
落
に
宿
営
、
慎
重
協
議
の
上
、
中
隊
長
は
武
装
を

解
く
こ
と
を
決
断
さ
れ
た
。

忘
れ
も
し
な
い
。
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
七
日
で
あ
っ
た
。

所
は
吉
林
省
蚊
河
、
部
落
の
広
場
に
整
列
、
皇
居
に
向
か
い
最

後
の
「
捧
げ
銃
」
を
行
っ
た
。
涙
が
止
め
ど
な
く
流
れ
た
。
ソ

連
に
武
装
解
除
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
自
主
解
除

で
あ
っ
た
。

佳
木
斯
を
出
て
か
ら
三
ヵ
月
、
直
線
距
離
に
し
て
四
百
五
十

キ
ロ
、
実
際
は
恐
ら
く
、
八
百
キ
ロ
の
行
程
で
は
無
か
っ
た
ろ

う
か
。
敵
は
ソ
連
軍
だ
け
で
な
く
、
満
人
に
も
抵
抗
さ
れ
、
四

面
楚
歌
の
中
、
飢
え
と
自
然
と
の
戦
に
心
身
を
擦
り
減
ら
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
こ
こ
ま
で
来
た
の
は
一
体
何
で
あ

っ
た
の
か
、
い
う
ま
で
も
な
く
崇
高
な
る
軍
人
精
神
と
、
二
千

年
培
わ
れ
て
き
た
日
本
人
の
心
で
あ
っ
た
。




